
」

山極輝子宮ん
(大珊・ 写真一番左)

尼毛主主
きも，i="':

7月14日、国の選択無形民俗文化財で古くか

ら別所温泉地区に伝わる雨ごいまつり 「岳白幡』

が行われ、おおぜい白見物客で賑わいました。
どこ〈服う"う

央神岳山頂で地域の安全と五穀豊能白祈願を

すませた一行は、華やかな臓を押し立て山を下

ります。轍は里で待つ出迎えの人々に引き継が

れ別所地区を一巡。途中で加わった、かわいら
ゐ>cら

しい 「ささら踊りの少女」ゃ 「三頭獅子」の舞

いが祭りを盛り上げました。

圃~"i"1:・哩lf.l....ZS・・h
揖がささら踊りの唄を担当しています。来年からは踊

るように在るのでとても楽しみです。このあ祭りは、子

どもも大人も一所懸命一丸とEって取り組んでいるのが

いいですね。子どもたちも 2週間前からほぼ垣日韓習し

てきたんですよ。でも、左遣といっしょ牢ので棄しかっ

たようです。こんな経験を通して、良い文化 ・良い伝統

を引き継いでいってほしいです。

オリンピック出潰の効果か、力メラマンのかたが年々

泡えているように感じます。このお畢りを、たくさんの

人に見にきてほしいですね。

平成14年
[2002) 

No.1348 

E上田市役所(包22'4100)
(圃25・4100)

a市政提言電話(O25・2539)
・市政提言FAX(掴23'5111)
・市政提言電子メ ル
m喝yor@city.u唱da.naganO.JP

・インターネットよE市のホームベージ

URL hltp:/Jw首NiCi¥y.ued句nagano.joj
〈広朝まか病問開掲厳)

-デタ(7月 1日現在〉
人 口 122，282人(-37)

男 60，14C人(←24)
女 62，142人(-13) 

t量得 45，626戸(-11) 
外国人量録者数 4，364人(+2) 

永(

男 2.216人ト 2)
女 2.148人(+4) 

)内は前月に封ずる増減数値



「うえだ百勇士零員会っ乞何?j

Lうえだ百勇士委員会はどんな会なの E
うえだ百車上委日会は、上回を霊する

熱い思いを持うた市民の皆さんに集ま っ

ていただき、さまざまなテーマについて

市民白骨さんの立場や田線など 「生活者

起点」に立勺た活尭な話し合いをし、そ

の中から提言をいただき、市政運営に役立てることと、

それらの活動を過して市民事画立織を醸成していくこ

とを目的と Lています。

①市民の皆さんが、自ら運営する自主運営組織です。

②市民の皆さんは、無報酬で怠加していただきます。

③市長は、提言について可能主限り市政に反映するよ

う努めます。

tうえだ百勇士吉会はどんな示五ふE
①委員会白中に、うえだ百勇士委員会の

命名白由来や域下町上田市の特色を出

すため roo隊」という名称の部会を

置きます。また、 roo隊jという表

現には、市政それぞれの分野で 「市民

白熱き思いでまちづくりを進めたい」という意味

も込めています。

喧耳"'Jlの皆さんは、希望する隊に入り、各テーマに沿っ

て隊ごとに話し合いをしていただきます(右図書!問。

③それぞれの隊で話し合っていただく、今回目テーマ

は下蓋のとおりですロ

【うえだ百勇士委員会の由来閥均】

披飛佐助、霧隠才蔵、 三好消海人道と

いえば、市民の皆さんが良〈知っている

rJ'!凹十調士」です。この真回十期士は、

講談では損知と英知と勇気を持勺てu田

幸村とともに大活隠したと言われていま

す。これにちなみ、十毘士の十倍に当たる百人白知搬

や英知を上田市のまちづくりに役立て、生かしたL、と

いうことから 「うえだ百頭士委員会Jと命名しました。

・うえだ百曹士霊園舎のイメージ図・

提言

正副隊長

し

ら

せ

隊

み

つ

け

隊

つ
き
あ
い
隊

そ

だ

て

隊

心 しらせ隊

{情報発信など)

みつけ隊

(地緩貧2慢の発見・保存怠ど)

つきあい隊
{周辺市町村との量償、

各種主置など〉

そだて隊
(人紛育成など)

いきいきいき隊

(健康・環境づ〈り1，;ど)

上田市に I~、歴史、 文化、 自然、人物等量.'"量覇がたくさんあります。これらの貨

車を生かし、人と人地蝿と地援の吏読を盛んにし、よ田市の活性化を図るための情報

尭憎の方法や手段についての提曹をします.

上田市には、有形冊Eの量源(恒続行事、民話、時代を写し撮った映像、建物、物産

など)がたくさんあります。 また、地壇に埋もれている量踊や地域でI~何でも在いもの

カ他の地域から見ればすばらしい画調となるものがあるかもしれま甘ん。知られている

量諦の個瞳を見つめ直し永く撞世に伝えたり、新たに嵐揮をみつけ、育て、魅力的主も

のを劃っていくことについての握置をします。

住民ニ ズの事録化や余唱の猶加により、地域活動やイベントEど地績を越えた主流

が活尭になり地域づくりへの質量が高まっています.また、市町村合併や地方分権の推

量に伴い、市町村を取り巻〈情"が大きく霊化しようとしています。こうした中、地峨

づくりに関わりを持つ周辺市町村との葺揮、姉蜂都市との交流、都市との交流などの地

壇聞の壷裡 ・主流の恒遣についての握言をします。

活力ある社会は「人づくり」からと冨われています。活力ある地盤車社会を築いていく

ためには、自ら考え行動するリ ダやさまざま立層面に章軟な対応ができる担い手が

求められています。置かな人間性と創造性あふれる人づくりについての握曾をします。

市民だれもが完気に安心していきいきと暮らせること陪非常に大切です。健置づくり

活動‘スポーツや生産掌習活動を過して、いきいきといきるための環境づくりについて

の握曹をします.

14.且1[2] 



うえだ百勇士要員会の雲員を、次により公募しますo

b応募資格 市内に在住、または通勤・通学する20歳以上

のかた
b募集人員 1∞人程度

1>任期 平成15年6月30日(月lまで
b応募方法 所定の申込書(市企画課または上田市のホームページにあります)

に、 「応募の動機」と題したレポート (4∞字程度 ・書式自由)を
添えて、企画課(市役所3階)に提出、またはメール(アドレス
kikakuka骨city.ueda. nagano.jp)により送付して
ください。

b締め切り 日月16日幽
1>その他 応募者多数の場合は、選考により決定させてい

ただきます。希望される隊はできるだけ噂重
いたしますが、ご希望に添えない場合もあり
ますのでご了承ください。第 1回委員会は、
9月下旬の土曜日、日曜日、あるいは d 
平日の午後 B時以降を予定しています。〆品〆

1>問い合わせ 詳しくは企画課(H23・5112)まで
お尋ねください。

. 

、



ぐ

蚕都上回の歴史を知る地

十
字
路
へ
も
ど
り
上
田
駅
方
而
へ
向
か
う
と

.. す
-m今

子
曲
川
か
ら
取
水
し
た
桝
網
用
水
が
道
路
に
そ

っ
て
擁
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
朋
水
路
は
3
0

0
年
余
白
歴
史
が
あ
り
、
諏
紡
部
、
秋
和
、
塩

尻
の
回
を
う
る
お
し
て
い
ま
す
。

U
-
か
ご

幅

3
・
5
m
ほ
ど
の
水
路
四
護
岸
に
は
蛇
龍

e-
a
ぞ
う

が
使
わ
れ
、
河
床
に
は
魚
川
出
プ
ロ
ッ
ク
も
配
置

さ
れ
て
魚
類
や
植
物
な
ど
が
生
息
で
き
る
よ
う

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
桝
網
用
水
の
ほ
と
り
に
上
小
撒
撞
協
同

組
合
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
2
年
創
立
回
同
組
合

国
道
1
4
l号
の
市
入
吏
番
の
所
か
ら
、
ジ
は
、
ァ
ュ

・
ウ
グ
イ
な
ど
の
聾
殖
・
増
殖

(瞳

ャ
ス
コ
を
左
に
見
て
南
へ
下
る
歩
行
者
用
の
道
疏
)

・
匝
売
等
白
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

路
は
、
竹
林
が
風
に
そ
よ
ぎ
雀
た
ち
が
遊
ぶ
や
昭
和
白
年
現
在
の
建
物
が
新
築
落
成
し
ま
し
た
。

す
ら
吉
の
坂
道
で
す
。

避
魚
証
取
設
所
、
漁
業
資
料
展
示
室
、
避
偽
者

底
を
お
り
る
と
電
子
横
器
や
精
密
研
謄
等
を
体
聾
室
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
盟
内
容
と
す
る
笠
原
工
軍
側
の
建
物
が
あ
り
、
古
代
か
ら
千
曲
川
は
サ
ケ
・
マ
ス
白
漁
場
と

同
じ
敷
地
に
蚕
室
造
り
風
の
古
い
組
物
が
残
さ
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
昭
和
初
期
ご
ろ
ま
で
サ

れ
て
い
ま
し
た
。

3a吋
ケ
・
マ
ス
を
獲
る
人
々
で
に
吉
わ
い
ま
し
た
。

笠
原
工
業
の
前
身
は
明
治
犯
年
設
立
白
製
@ー

そ
の
伝
統
と
歴
史
を
漁
業
協
同
組
合
は
守
り
つ

工
場
常
国
館
(
岡
谷

・
笠
原
組
の
分
工
場
)
で
、
づ
け
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

同
拍
年
に
は
韮
数
が
8
0
0
に

遣

す

る

な

ど

飛

(

平

野

勝

重

)

躍
的
に
業
績
を
の
ば
し
、
上
回
白
製
糸
業
界
を

リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

む
か
し
の
而
器
を
と
ど
め
る
煙
喪
を
右
に
且

て
そ
の
先
の
十
字
路
を
右
へ
お
れ
る
と
、
白
ぽ

り
塩
田
途
中
に
笠
原
工
業
の
常
国
館
資
料
室
が

あ
り
ま
す
。

長
い
年
代
を
感
じ
さ
せ
る
木
造
二
階
述
の
格

子
軍
の
建
物
と
、
そ
の
奥
に
つ
づ
く
2
棟
白
土

蔵
に
は
生
糸
乾
燥
装
世
、
生
糸
正
量
繊
度
秤
、

繰
糸
鍋
な
ど
多
く
の
製
ゑ
関
陣
質
料
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
蚕
郡
上
回
由
歴
史
を
知
る
う
え

で
の
質
量
な
文
化
財
で
す
。 • 
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• 
市長の資産等報告書を閲覧・公表します 秘書課 (..22・4100困1111)

[公開内容〈概要)J
1>土地下塩尻734-1(宅地)・ 310.00rrf他
1>建物下沼尻734-1(住宅)・ 146.34rtf他
1>預貯金定期預貯金金額 415万円
1>有価証券国債証券・ 193万円
1>株券 6社総数 84，660練
1>自動車 普通自動車2台(取得価格が100万円を超えるもの)
1>借入金 1，018万円

「政治倫理の確立のための上田市長

の量産等の公開に関する条例」に基っ

き、市長から量産等報告書が提出され

ましたのでその揖要をお知らせします。

なお、群しい内容については秘.謀

(市世所本庁舎3階)で、 8月5日聞

から閲覧できます。

あ
な
た
の
手
で
大
切
な
命
を
救
う

上
級
救
命
講
習
会

上
園
地
省
広
崎
漣
台
満
面
本
部
(
倉
田

0
3
-
e
)

マ
と
き

9
月
H
自
由
午
前
9
時

1
午
後
5
時

マ

と

こ
ろ

勤
労
青

少

年

ホ

ム

マ

内
容

心
肺
蘇
生

法
(
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
)
、

大
出
血
時
四
止
血
法
、
骨
折
時
の
手

当
て
な
ど
マ
服
装
実
技
白
で
き

る
服
装
マ
持
ち
物

筆
記
用
具
・

昼
食
マ
畳
講
料

無

料

マ

申
し

込
み

9
月
1
日
制
ま
で
に
、
最
寄

り
の
消
防
署
で
申
し
込
み
用
紙
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
マ
そ
の
他

畳

講
者
に
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す

雲雪
男 I ~~
~I !旦を

i!?i 

男
女
が
、
と
も
に
い
き
い
き
と
輝

い
て
生
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

「男
女
共
同
書
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 市役所代表電信

ft22・41ω
圃25・41ω

が
行
わ
れ
ま
す
。

マ
と
き

8
月
白
日
出
午
前
叩
時

1
午
桂
3
時

羽

分

マ
と
こ
ろ

県

男
女
共
同
書
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
と

ぴ
あ
」
(岡
谷
市
)
マ
内
容

講

演
「
現
代
女
性
の
生
き
る
選
択
肢
」

(
講
師
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
清
水
ち

な
み
さ
ん
て
ワ
ク
ン
ョ
ッ
プ
、

展
示
発
表
ほ
か
マ
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
事
画
課
へ

「
ひ
ま
わ
り
号
」
で

ぶ
ど
う
狩
り
と
ワ
イ
ン
工
場
へ

ひ
ま
わ
り
骨
を
走
ら
せ
る
信
州
よ
圏
実
丙
要
員
会

長
谷
川

(
g
u
・8
6
8
0
)

山
雌
(
宮
田
・
0
9
8
7
)

障
害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
が
、

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
い
っ

し
ょ
に
パ
ス
で
遠
足
に
出
か
け
ま
す
。

み
の
な
た
も
害
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

9
月
H
目
的
午
前
7
時

羽
分
1
午
桂
6
時

マ

と

こ

ろ

山

梨
県
勝
沼
町
マ
対
象

障
害
を
持

っ
か
た
、
持
た
な
い
か
た
、
ど
な
た

で
も
害
加
で
き
ま
す
マ
内
容

ぶ

ど
う
狩
り
と
ワ
イ
ン
工
場
白
見
学

マ
定
員
先
着
1
8
0名
マ

参

加

料

中

学
生
以
上
6
5
0
0
円
、
小

2002年を飾る

主国@
六花典夫容

-とき

8月10日出午桂7時-8時四分ご

ろ[雨天の場古は8月11日間]

・ところ

常田新橋下流・ 300m地点

・空通規制

午桂 6時四分から 9時の鼠常田

新橋、上回橋から小世橋下までの右

岸埋防直路、上田橋から常田新橋ま

での左岸埋防道路

・問い合わせ

上回商工会議所

(宮22-4500)

上田市観光課

("<23・5408)

芋
生
5
0
0
0
円
、
小
学
生
未
満
6

0
0円
(
昼
食
代
・
ぶ
ど
う
狩
り
代
・

交
通
貨
等
)
マ
申
し
込
み

8
月

日
日
榊
ま
で
に
、
ひ
ま
わ
り
号
を
走

ら
せ
る
信
州
上
田
実
行
委
員
会
・
長

谷
川
ま
た
は
山
岸
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
集
合
場
所
・
時
間
な
ど
詳
し

く
は
、
桂
日
申
込
者
に
お
知
ら
せ
し

事
。
十
，

木
工
工
芸
や
そ
ば
打
ち
体
験

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
敏
章
実
行
喬
員
会
事
務
局

(よ
園
地
域
広
援
連
合
同

E
目・

2
'
s
o
/園田・
8
9
8
0
)

マ
と
き

8
月
担
自
由
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ

と

こ
ろ

信
州
国

際
音
楽
村
周
辺
(
丸
子
町
)

マ
内

容

木
を
使
っ
た
壁
掛
け
づ
く
り
、

そ
ば
打
ち
体
験
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
!
の
見
学

マ
対
象

上
小
地
域
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護

者

守

定
員

先

着

1
0
0名

マ
参
加
料
大
人
6
0
0円、

子
ど

も
4
0
0円
マ

持
ち
物

保
険
証
、

彫
刻
万
、
筆
記
用
具
、
軍
手
マ
服

装
動
き
や
す
い
服
襲
、
運
動
靴

マ
申
し
込
み

8
月
9
日
幽
ま
で
に
、

電
話
か

F
A
X
で
親
子
ふ
れ
あ
い
教

室
実
行
委
貝
会
事
務
局
ま
で

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
県
政
に

『ど
こ
で
も
塵
声
部
(
の
う
せ
い
ぷ
)
』

よ
小
地
方
事
務
所

a
m隈
(
曾
唱
。

7
1
2
5
)

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
に
よ
る
政
軍
部
成
に
役
立
て
る
た

め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
各
種
団

体
関
僻
者
と
い
っ
し
ょ
に
、
宜
軒

・

段
業

・
農
村
な
ど
に
閲
す
る
宜
見
交

換
を
行
う

『
と
こ
で
も
良
声
部

(
の

う
せ
い
ぷ
)
』
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月
9
日
働
午
後
5
時

加
分
4
3
7
時
間
叫
八
万
マ
と
こ
ろ
中

央
公
民
館
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本町地区コミュニティ ・ゾーン形成事業が「人と建設技術賞」を受賞
主木醒 (..23・8242)

6mB日樹、本町地区コミュニティ ・ゾーン器成事業が、同全日本姐盤

技術協会から 「人と建控技術宜jを受賞しました。

本町地区は、①事盤の計画段階から地元代表による協議会を設け、関揮

者の意見を取り入れて地元主導の事提をした事②歩行者と自動車の共存

道路を、歩行者の安全確保のため、ハンプなどを設世して車が速度を出さ

ないように工夫した事③インターロッキングにより車道と歩行者通行帯

を色分けして、歩行者の安全路保を図った事 などが評価されたました。

事業の実施にあたり、ご協力いただいた皆さんに感謝申しょげます。

t>事革期間平成10年~同13年t>輯事車置 Il1!8000万円

日 得Lの 加使ま でメズア映偉 ①上のら、集し ・

笠3宮9 
絵た とシ で Oア

1時0 しは 、 | ジヨ 上 ご Oラ ア
3 分月 て が デ の 卜 マ期間 ェノど字宙デ②教聾 貰も以上ン = どJ 

22 1 、告のヅ 門セ リサ い白ド Uド
同 日 や撤タ ナミ " ジ・ た白 U

とPよιアラュAU D E ド， 
(全15同3午前棚時l など・い、をラ 出ま田 ア νリl向けも鑑図、 信州 す。館で内 収が 円A 

A 

へ

」Z44語主 A豊)富喜5部?1) 自
. 

!lA「リRECプラザ会員金業ミ量 ・ ま

記入とし ナ1 ・氏名・でに マ込みT教暫質 マ 1名0 マ レー講演・交流会JI A附 ブフザ輔 眉
[信州大学級艦学部内定書21・4377)

勢iAiRift アサマ ・リサ チエクステンンョンセンタ (A R E C)では、企

業と大学の技術交流を深め、新産業白創出を 目指す 「リレー講演会 ・

交流会」を行います。今回は、産芋官連携に熱心に取り組んでいる金

市 パ 2ω日 万2場白 んン 員企業のかたに講演いただきます。ARECプラザ全員以外のかたも

ルマ 講座 ア1ソコ 4¥[必 OO 合はマ女子美術初心 書加いただけます。詳しくは、 ARECプラザ事務局まで。

bとき ・内容 下表のとおり

実際 cD 作-つ 料受講 コン 3分10マきと 写車加 ・デジ 812 386 デチメ
bところ アサマ ・リサーチエクステ/0/ョンセンター (AR E C) 

〔信州大学繊維宇部構内〕

bその他 講演会終了桂、交流会を行います

圃AAECプラザ 『リレー旗演・ 主流会Jの日義
とき ' ーヲ老 衰晶 者 a ァ マー

ゃデタ1 2録いて 円0員マ定名16マ対象 出午桂日 上lへタンl 
8?7日刷 トツ柵 由明有機後EL製なの造ど応裳用置分と野膿と封将止来緩性衝に

午後時-5時取締設研究開発窒畏・掛雄ーさん EL 
ついて

<DホームオートメーションロポッC パ l 市下之郷田 ( 

D マ ソ時 串 8月21日嗣 ナレツン・エンン二ア')ング <ll新ト闘劉悶査品に研例等お究のけのテる紹ー研介究マ発揮、 評価法
午後3時-5時代表 ・小野事雄さん の適開学

だいさ 他事前 正午1マきと ・パソコ 蘭料受2経験者コン 3分10マきと 説す明まくし 焼をきとく 作をながり

@大 とい企て業のに考お案け
る発の掻合法につ

①②新精サ工迭によるスシ冷スク簡テラ鐙ムッ温のプ順紹レ送介ス型、イベク 超

話電に マ定員 8 相骸室ン 0 時3日8 白 ら
B月28日刷 サイベックコーポυーション 密部品"のク加程ッ (組ま

午後3時-5時社長・水林実さん たは半プ減)プレス工技合理術の

月18 0 マ定員 分 月25す0 約束事を C 、
介、 レス加工工の 化シ
ステムについて

で申し 名10(日団 円0 マ対量 (日団 D l 
よ田日本部さ無新ん繍側 由特応定キ用小1電力、微弱無線控衝とそ

込ん 午前時10喜無料} 1名6 午桂 わ /R R 
4目刷 商品開発グループー の

午後9月3崎-5時後函同情衝湾窓昇 、筏 <llセ ')ティとデ タ伝送への

でく マその マ パソ時1 かやり W 
報処理術部 '柴田宏晴さん 展開を図る

14，且 1[6] 



「痴ほうにより俳佃のある高齢者を探す位置情報システム」
の利用に補助金が出ます

対象者 補助の対象となる経費 4 補助額

痴衝をる在かほの宅たあうにるより俳者
位置入情に報ンステムの 7.000円まで

で高介置齢す
加 』必要な経費

た 位置情報シスァムめ
毎月の基本料金 毎月500円まで

高齢者介護課 ("23・5131)

8月 1日開から、由ほうによリ俳祖のある高齢者が、位

置確認できる槽器を携得することで、居場所在横索し、早

期尭見・早期樺纏につなげるンステムの利用に補助金が出

ます。対象者と補助の内容は右葺のとおりです。

なお、対象となるシステムは、全地球測世システム

(G P S)を利用して位置を横車するものに限ります。

詳しくは、高齢者介謹醒までお問い合わせください。

共
に
学
び
能
力
を
高
め
る

エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
踊
座

市
民
プ
ラ
ザ
ゅ
う
{
曾
目

。
2
8
8
8
)

マ
日
程
左
韮
の
と
お
り
マ
と

こ
ろ

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

マ
対

神株恵子

赤羽'""ゐ

フニl伊麓久美子9:30-11:30 

" 
池晴美美子10:00-12:00 

ゅうゅう
( 4閏)

聖
書
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

マ
受
講
料
無
料
(
教
材
質
は
突
き

マ
申
し
込
み

8
月
げ
日
出
午
前

9
時
初
分
1
1時
に
、
市
号
ノ
ラ
ザ

・

ゅ
う
へ
教
材
費
を
添
え
て
釣
銭
の
な

い
よ
う
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

マ
そ
の
他

定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満

た
な
い
時
は
、
前
記
日
程
以
降
も
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
託
児
〈
2
歳

1
就
学
前
)
を
希
望
す
る
か
た
は
、

い
っ
し
ょ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

水

パソコン中級
口園〉 土

9/18'25 
10/9-16-23 
30 
11/6・13・20・
27 
12/4-11 

111却
12ρ 

着付け
(12園〉

(
パ
ソ
コ
ン
講
座
に
は
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
)

上
田
市
消
費
主
活
麗

資
源
諸
問
広
場
の
出
展
著
募
集

隼
若
環
樋
隈

宮
担
・

4
1
0
0圃
1
3
8
9
1
3
9
0
)

マ
と
き
叩
月
四
日
出
午
前
川
時

i
午
桂
3
時

マ

と
こ
ろ

上
回
創

造
館

マ
募
集
内
容

①
消
費
生
活
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
に
閲
す
る
展
示
・
実

演
②
新
品
や
、
ま
だ
捨
て
る
に
は

惜
し
い
品
物
の
阪
売
を
す
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
申
し
込
み

ア情鰻セン夕 、

勤労青少年ホーム 9月開講講座
勤労骨~年ホーム (冒22 ・ 7117)

t>対車事業所等に助萌する35鵡までのカたt>申し込み 8月19

日開~同22日帰午後零時四分-9時に、受講料を添えて勤労青少年

ホ ム(消防本部首ij)へ。屯話でも畳け付けています

B 
月

初
日
幽
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ

防
衛
大
学
校
等
学
生
・

自
衛
官
採
用
紙
験

自
衛
隊
よ
図
務
-m
・
務
所
(
宮
田

5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容

①
防
南
大
学
校
学

生
②
防
甫
医
科
大
学
校
学
生
③

看
護
学
生
(
男
女
)
④
航
空
学
生

⑤

一
般
曹
候
補
学
生

⑥
曹
候
補

士

⑦

2
等
陸
・
海
・
空
士
マ
受

付
期
限

①
②
③
白

m月
日
日
幽
、

④
⑤
⑥
⑦

9
月
6
日山
田

マ
そ
の

他

畳
験
料
無
料
、
特
別
職
国
家
公

務
員

12園 120名9ノ喝~金

ト代(2∞C円〉
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土
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キミぬ情熱奄待っZいる~市役所院側閥均を糊'1:'，制~

私は以前、民間企業に勤め

ていましたが、自分が*-訴す

る地域のためにfI事eするこ

とに魅}Jを感じ、'"・lUを本

管しました。今i孟悩祉課で、主に生活に闘うてい

るかたへの克慢を銅当してレます.適切な事務処

理はもちろん、他機関との造機など、個々によラ

て対応が異なるため穫しいのですが、やりがいの

ある仕事です。市職且"偏祉以外にも・幅広い1!1!l

に傍わります。あなたの知厳や磁験を、ぜひ t川

市のために生かしてください。

かどさわ

廉漂結花さん
市民銀{平成14年産銀周〉

清水徹さん
福祉毘(平感11隼度線用}

| 上 田 市 職 員 を募集 I 
市民の皆さんとともに考え、行動し、いっしょに上回市の

未来を剖造してみようというかたのチャレンジを歓迎します。

学生時代の蛙験や関心を生かしてみたL、かた、さまざまな

社会経験をお持ちのかた、ご応募くださL、。

上関市はあなたの情熱を求めています。

・平成14年度上田市職員募集要項

T>l票用人員各区分とも若干名 T>必要.類 也畳験申込書(総務課

にあります) o贋歴書(高校在学者は全国高等学絞統一用紙を使用。

そのほかのかたは総務課にあるものを使用) 日豊田円切手添付の自二重

封筒(合否連絡用。あて名を配入〕 骨保育土の免許証の写しまたは修

了(卒業)見込旺明・(保育士のみT>聖験申込・の配布 8月1日

同から市世所総務課(本庁舎3階)で配布します T>申込期間 8月15
日同から同21日嗣までに、市役所総務課へ畳験者本人が直按符撃のうえ

申し込んでください。受け付け時に第 1次函後を行います。なお 8月

178出 問18日間も申し込みを受け付けています T>問い合わゼ 総務
課 (%122・4100困1203.1204)

事底扇宥盲

俗
明
幽
想
文

開
問'

F
 

教
尊
作

B
人

2
た

月
れ

4
ま

厚
生。こ

初
峰

昭
以

応募漫語試験程度

大 学
卒鍵程度

院験宜分

一般車務
(行政)

f 

市民の併さんの健h震で安心・

安全な生活のお手伝いをする、

市役所の仕事にやりがいを感

じ就職を希望しました。現在 ・ーー -

は市民課で、証明書の発行・届<uの畳け付け怠ど

をしています。窓IJIこ来られるかたの事情はさま

ざまで.そのかたに合った応対をするのは鯵しい

ことです。多くの綬験を積んで、適切な応対がで

きるように努力しています。<lil止の脅さんにとヲ

てよりよいrliとなるよう い勺しょにがんばりま

しょう。

第 1次成層貧困

9月21日四
(リ受付開始

午前8待1"低験開蛤
午前8時3防予

(3)終了予定
午後2陽

2 本民験に応萌でき珍い人
1"日本国績を有しない人
1"地方公務員洛鰐16条各

骨のいずれかに骸当す
る人

醐
一
四

一醐
醐
文
一

隻
隆

一費

門

一

敬
里
敏
事
作
一

白
人

一
日
人

一

2
た

一
2
た

一

月
れ

一
月
れ

一

4
ま

-
4
2
5

一

年
生

一
年
生

一

M
m

に

-
U
に

一

和
降

一
和
降

一

昭円以

一
階
以

一

高等学校
卒後程度

大掌
察当量程度

般事務
(行政)

妓術
〈土木)

昭和'"寧 4月2日l教費鼠験
以降に生まれた人l専門限験

昭和47年 4月2日
以降に生まれた人
で保宵土の量絡をl敏費臨検
有する人〈平成151湾門厳験
""月までに取得
見込みの人を含む〉

‘等学校
事業硬度

短蛾大学
卒策程度

後衛
〈土木)

保育ゴヒA

醐
四
一

費
門

敬
司

日
人
を
実

2
た
格
の
人

月
れ
資
土
る

4
ま
の
膏
あ

年
生
士
僚
が

n
w
に
富
岡

験

柏
a
m
傑
し
経

昭
以
で
有
窃

保育土B I l短期大学(保育土実務l
ーJ卒業程度経験者対象刻

臨

す

消
防
本
鶴
予
防
皿
{
官
四
・

0
0
2
9)

県
で
は
、

6
月
か
ら
消
防
用
設
備

等
自
己
占
検
指
導
貝
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
て
、
消
防
用
設
備
等
白
点
検

報
告
制
度
目
内
容
や
機
能
な
ど
に
つ

い
て
、
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
、
東
京
新
宿
歌

舞
伎
町
で
発
生
し
た
小
規
模
雑
居
ビ

ル
等
の
よ
う
な
火
民
の
再
発
を
防
止

す
る
た
め
に
行
う
も
田
で
す
。

訪
問
す
る
指
導
日
は
、
県
か
ら
委

託
さ
れ
た
職
且
で
、
身
分
証
明
書
を

常
時
携
帯
し
て
い
ま
す
。
営
利
目
的

の
訪
問
貝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
は
『
遍
麿
晶
れ
あ
い
月
間
』

B
月
叩
日
は
「
一
遍
の
日
」

管
理
棟
{
宮
田
・

5
1
2
5
)

市
で
は
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設

や
危
険
箇
所
の
点
検
・
野
偏
な
ど
、

道
路
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安

全
に
利
用
す
る
た
め
、
「
空
き
缶
、

吸
い
殻
な
と
の
ご
み
を
捨
て
な
い
」

{ 

「
無
許
可
で
広
告
看
板
、
鉢
植
え
、

そ
白
他
白
私
物
を
置
か
な
い
」
等
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
上
申
穴
な
ど
に
よ
り

通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
管
理

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
収
納
代
理
金
融
編
闘
の

指
定
解
除
の
お
知
ら
せ

財
政
鴎
(
倉
田

5
1
1
3
)

市
税
な
ど
由
収
納
代
理
金
融
機
関

に
指
定
さ
れ
て
い
る
上
回
商
工
信
用

組
合
が
、

8
月
5
日
開
付
け
で
事
業

譲
渡
し
解
散
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

同
日
付
け
で
上
田
市
収
納
代
理
金
融

機
関
と
し
て
の
指
定
を
解
除
し
ま
す
。

ご
利
用
〈
だ
古
い

市
股
屋
外
掲
示
板

都
市
計
画
関
(
宮
田

5
1
2
7
)

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う

各
種
目
催
し
物
な
ど
を
P
R
す
る
た

め
の
専
用
申
掲
示
板
(
野
天
)
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
表
面
が
汚
れ
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

「ほ
l
ほ
白
金
」
〔
景
観
の
「
色
彩
講

座
」
畳
講
生
O
B
の
会
)
由
協
力
も

得
て
、
再
塗
装
が
済
み
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
設
置
場
所

上
田
市
福
祉
会
館

前
、
第
二
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側

下
田
石
垣
沿
い
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ

う
前
、
富
田
地
区
有
線
肱
造
所
前

〈

4
箇
所
)

7
掲
出
の
申
し
込
み
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民
官

市
一

回
?

上
軍

第e田上図緩薪能

|ゲンアート
有料

11124・95291

掲
出
は
無
料
で
す
ロ
摘
出
を
希
望

す
る
か
た
は
、
都
市
計
蘭
思
量
観
樺

ま
で
ご
迎
特
く
だ
さ
い

市役所の仕事を皆さんに説明し、学習の
お手伝いをする「出前ときめきのまち璃座ム
7月19日闘は、車中学校に出前しました。
テ マは「市畏と助世の仕事」。今回1.市
長が直撞仕事の脱明をした後、「自分の将
来1.量買をもって切り聞こう」と、童話の
選択を迎える 3年生に酷いエルを送りま
した。

市
長
行
也
前
し
ま
し
た

と
き
め
き
の
ま
す
講
座

-材木町1-2-3tt22'07曲

19∞ 

上田市文化会館
ニブロル上回公演

「コヒ」
8/17 
出

ゐT
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ぞの
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幽日 かお出 f湯は本

企第二申学校グラウンド西側の掲示緩
ヰ毎ラ

l市附
・止・
ヨE

• 0鴨

613 
喝回争 '=' 
τu 
じー、

f 

再
発
見
す
る
旅
」
の
楽
し
め
る
地
域

1
0
0
箇
所
を
選
ん
で
顕
彰
す
る

「遊
歩
百
通
」
由
選
考
を
実
施
し
ま

し
た
。

全
国
田
市
町
村

・
団
体
が
応
募
し

た
8
0
4
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
上
回

市
の

「極
回
平
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
コ
ー

ス
」
が
1
0
0
コ
I
ス
の

l
つ
に
週

ば
れ
ま
し
た
。

上
回
女
品
別
所
線
車
田
町
駅
か
ら
、

名
所
旧
跡
を
巡
り
な
が
ら
、
別
所
温

口市
駅
に
至
る
約

m
Mの
ウ
ォ

i
キ
ン

グ
コ

I
ス
を
皆
さ
ん
も
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
/

塩
田
平
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
マ

y
プ
は

7月14日(凪東前山の塩田織跡で「第4
Eあじさいまつり」が行われました。木立
ちの中、見ごろを迎えたガクアジサイなど
3万本が輯き軒り、その盗を 目見ようと
遍く県外から訪れたかたもいました。美し
い躍の花びらを手に取ったり、カメラに収
めるなど、皆さん思い思いに花を楽しんで
いました。

九

観
光
課
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
観
光
磁
ま
で
ど
う
ぞ

4‘ー
旧海州(理中国東北部)に開拓団として

移住し、職憧、ようやく日本に引き揚げた
中国帰国書の皆さんの願いだった、共同菖
地の完成武田が7月5日樹下室置で行わ
れました。帰国者や上田日中草野協会など
の関陥者による撞股亜動力、実在結んだもの

で、完成にこぎつ11た皆さんの感閣もひと
しEでした。

(9] 

中
国
帰
国
主
唱
の
輔
い

立
ハ
同
事
吋
#
川
申
π
戚

14.且1



新しい農業委員さんです
盟主振興・血地に聞することは、地元の

農業吾且さんへご相談くださ L、。

世朋は 7月20日カら 3年間です。

t問い合わせ盟業吾且会事務局

("23・5466)

;ii!! 
1
時
加
分
1
4
時
マ
と
こ
ろ

れ
あ
い
稲
祉
セ
ン
タ
ー

特
定
疾
患
医
癒
蜜
語
審
に

見
福
田
い
金
吾
支
給
し
ま
す

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で
は
、

こ
こ
ろ
白
病
気
に
な
る
か
た
が
増
え

て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
る
と
、
家
族

は
本
人
と
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
の
か

迷
勺
た
り
、
た
い
へ
ん
悩
み
ま
す
。

「精
神
障
害
者
上
小
地
域
家
族
企
」

は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
か
た
の
家
族
が
集
ま
り
、
病
気
に

つ
い
て
の
学
習
を
し
た
り
、
悩
み
を

話
し
合
い
、
支
え
あ
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

閉
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
の
か
た
は

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
出
か
け
く
だ
さ

、
。

L
 マ

と
き

沼
畑
祉
観
(
雷
同

・
5
1
3
0
)
酬

毎
月
第

l
水
曜
日
午
後

市
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

粧
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
、
見
舞
い

金
を
支
給
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
畳

け
て
い
る
か
た
マ
支
給
金
額

l

万
円
(
支
給
は
年
l
回
で
今
回
白
申

請
?
の
)
マ
申
請
の
期
限

8
月

初
日
働
ま
で
マ
申
請
の
方
法

福

祉
課
窓
口
に
見
舞
い
金
申
請
替
と
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
白
写
し
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
マ
支
給
方
法

口
座
振
替
マ
そ
の
他

昨
年
に
引

き
続
き
支
給
を
畳
け
る
か
た
も
申
請

が
必
要
で
す

ふ

.日常ぬ中芝、防犯を忘れずに'
B月 1日-31日は夏の地域安全運動期間

上図書察署(官22・0110).市民課(百23・5334)
いよいよ夏本番。夏休みを利用して遊びに行く機金が増えます。

しかし、忘れてはならない白が防犯/

。住宅の出入り口 宝閥、勝手口の力ギを閉めましたか?

@窓 たとえ2階でも力ギは忘:Itずに

@自転車 力ギは忘れていませんか?

防犯登録はできていますか?

。自動車 現金や貴重品は置かずにロックも忘れずに

今年 1月-5月に市内で発生した窃盗白件数は736件で、空き

巣・事務所荒らし等の侵入による植害が76件、自転車・オートパ

イ・自動車の盗難が229件、車土狙い・自販機荒らし・万引き等

の被害が431件となっています。

だれもが犯罪白被害に遭う危険があります。一人ひとりの心が

けから犯罪の発生を減らすことができます。

暑い季節です。緩みがちな心を引き締めて、犯罪田被害に遭わ

ないように注意しましょう。

14.8.1 [10 

お
酒
を
や
め
た
い
か
た

お
出
か
け
く
だ
さ
い

健
康
被
迫
田

(
g
n
・8
2
4
4
)

t 

お
酒
を
や
め
た
い
か
た
、
家
族
白
か

た
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

団体名 金損・日時 対象者 t

断酒会 勤労者毎7福週時組木30積分セ臼ノタ 本人・ 章旗

午後 ~自時

A'A ふれ毎午月あ毎後第い週y福1水崎土祉層~セ問E日9ン日時タと 本人のみ

アラノン ふ午れ後あ毎7い週時緬月30祉曜分セ日~ノ9タ時 本人・ 家臨

.断酒会の日程

百
薬
白
長
と
呼
ば
れ
る
お
酒
も
、

故
み
方
に
よ
っ
て
は

「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
」
に
な
り
ま
す
。「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」
は
、
癖
や
習
慣
で
は
な

く
病
気
で
す
。
思
い
当
た
る
か
た
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
か
た
が

集
ま
り
飲
酒
体
験
を
語
り
、

1
日
1

日
断
酒
し
て
い
る
金
が
あ
り
ま
す
。



ご
め
い
植
を

お
祈
り
し
ま
す
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• 
8月12日聞の行政相談の会場を、

「上田市福祉会館Jから市役所南庁

舎6階の「翼団の聞」に変更します。

.問い合わせ

生活環境楳(冒23・5120)

z@
鴎
求
・

現
況
掴
申
蝿
密
事
長
峯
れ
な
く
f

児
量
保
育
眼
(
宮
田

・5
2
3
2
)

-
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
改
正
吉
れ

ま
し
た

今
ま
で
の
児
童
扶
聾
手
当
制
度
は
、

所
得
に
応
じ
た
手
当
の
支
給
額
が

2

段
階
だ
っ
た
た
め
、
所
得
が
増
え
て

も
、
所
得
と
手
当
白
合
計
額
で
あ
る

総
収
入
額
が
減
っ
て
し
ま
う
掛
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
一
生
懸
命

に
醐
告
、
収
入
を
地
ゃ
そ
う
と
い
う

意
欲
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
児
童
扶
華
手
当
制
度
が
こ

の
8
月
に
改
正
さ
れ
、
就
労
等
に
よ

り
所
得
が
地
え
た
場
合
、
所
得
に
手

当
を
加
え
た
総
収
入
が
な
だ
ら
か
に

下級Tf!川 愛大北 品 上 石 ，¥'1r守秋諏下下
之紡盃辺関宕 常 '11 包!t~ 筋背小
条形}町 開'1!量 111 品質神'"説 ~l 形木ぬ ••••••••

••••••••• 

田

u
m
h
同
銀
裳
次
鈴
子

副

総

厄

莱

橿

ゆ

ι

之
条

白

伊

藤

信

畿

閏

分

百
・
北
烏
民
間
じ
い
緑
が
丘
花

臼
・
竹
内
き
た
樹
木
前
山

剖
.
依

m

司

減

北

創

庖

濁

千

代

子

五

加

位

向

上

純

一

下
之
郷

師
中
島
け
さ
よ

k
川
曜
町

ね

中

島

清

江

中
常
凶

叩

・

深

草

友

治

分

去

叩
・
青
沼
拳
江
三
好
町

曲
・
大
庭
末
次

A
E

人

叩
…

am樽
伊
毎
子
園
分

飢
宮
林
た
つ
じ
川
辺
町

田

山

浦

祭

海

野

町

帥
・
必
H
柳
行
則
織
が
時
出
品

増
え
て
い
く
よ
う
に
、
手
当
額
が
き

め
細
か
く
定
め
ら
れ
ま
し
た

(下
表

「
②
一
部
支
給
申
場
合
の
月
額
」
書

岡
山
。ま

た
、
母
が
児
童
由
主
親
か
ら
受

け
取
る
金
品
等
(
聾
育
費
等
)
に
つ

い
て
、
そ
の
金
額
白
羽
%
が
所
得
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
手
当
額
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
車

凶

歳

未

満

(今
年
度
中

に
凶
歳
に
な
る
児
童
を
古
む
。

心
身

に
障
害
が
あ
る
場
合
は
却
歳
未
満
)

白
児
童
が
離
婚
な
ど
で
文
と
生
計
を

別
に
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
父
が

重
度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
、
そ

の
児
童
を
監
種
す
る
母
ま
た
は
聾
宵

者

マ

支
給
月
額
右
下
表
の
と
お

--
-----
----
---

H

竹

田

愛
三

締
本
町
田

曲
以
松
原
俊

一

ひ
ば
り
孟
刊

曲
竹
内
ふ
さ
よ
八
木
沢
曲

目
・
市
川
仁

-

周

肝

田

清

水

田

敏

松

厄

町

田

町

三
鎗

正

敏

上

手

肝

回

側

聞

雅

宏

毎

朝

m
m

刊

訂

勝

木

三
代
子
東
前
山
相

町
高
見
滞
ザ
ト
シ
矢
沢
町

稲

穂

滞

述

湯

割

引

・
山
田
忠
纏
上
鍛
冶
町
回

目

・

関

猛

夫

繕

戸

田

裕

-m水
輿

築

地

肝

回
一
笥
沢
祐
輔
制
下
堀
柑

師

阪

本

芳

校

諏

筋

形

回

旧

民

飾

司

北

常

国

岡

引
・
中
島

"
E
A
M
升

叩

( ) 

年
3
回

(
4

・8
・

児量 1人

-
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
車
問
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
が
あ
る
初
歳
未
満
の
児
謹
を
監
襲

撃
宵
す
る
文

・
母
か
聾
育
者
〔
所
得

制
限
あ
り
)

マ
支
給
月
額

陣

容

者

1
人
に
つ
き
、

l
級

5
万
1
5

5
0
円、

2
級

3
万
4
3
3
0
円

マ
支
給
月

年

3
回

(
4
・
8
・

U
月〉

-
現
況
の
届
け
出

受
給
者
は
、
児
童
扶
聾
手
当
と
特

別
児
童
鉄
聾
手
当
の
現
況
届
を
住
所

地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
当
を
畳
け
て

い
る
か
た
は

H
年
度

「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は

8
月
分
以
降
由
手
当
を
畳
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
由

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
ロ
な
お
、
請
求

者
が
外
国
人
の
か
た
は
畳
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
が
必
型
で
す
。

マ
提
出
期
限

9
月

2
日
開

提
出
先

児
童
保
育
際

マ

はかりの定期検査のお知らせ
商工課 (..23・5395)

取引・証明に用いるはかりは、 2年に一度、世用者

が検査を畳けることが計量法で義務づけられています。

市では、下記の日程ではかりの定期検査を行います。

.対車区域

東部九南部、中央、北部 (，[，口白描会を除く)、西

部、塩尻の各地区と上楓自治会

.定期横査の日程
P'" _........... - - 守~

夫胞

8月19日間

8月20日出

8月21日刷

8月22日同

8月23日出

8月26日開

8月27日凶

8月26日嗣

8月29日開

8月30日圃

9月2日開

]
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1
 

[
 

E動倹童会場

上回翻商業会館

Fe
k届
た

つ

士
宮
島
ふ
み

・
侵
弁
弘
ニ

{6
月
届
け
出
分
・

磁
称
略
)

…
下
回
正
雌

小

包

山

初

絞

蛇

沢

回

1
昆

春

代

荒

井

俊

中

村

田

及

木

義

-

大

岩

た

け

似

町

田

・

他

野

弘

-

倉
島
後
政
金
剛
も
す
制
e

樋
川
ホ
掃
き

市

村

闘

入

手

塚

布

e

向
児
玉
正
江

m
m
直
子
仁
古
附
剖

…
富
島
貞
之

横
沢
A
Y
初

見

新

聞

白

…

中

川

文

男

小
宮
山
正
附
舞
回
目
凋
…
布
施
ま
す

車
川

H
K
治

中

野
田
“
海
必
本
康
次
郎

背
山
弘
志
下
之
条
田
…
池
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午前g跨担分~正午
午後 1時-3時

午前g跨30分~正午
午後 1跨-4時

点字国.館

函館公毘館

南天御町公会量

市役所計量検査室
(酉庁舎 1階)
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-母親学級講演会
お産や育児に対する不安をやわらげ、安心して輩ちゃ

んを生み育てていただくためのお手伝いとして、母親

芋級講演会を行います。

予約不要です白で、直接お出かけください。

bとき 8月22日欄午前10時30分~正午 (受け付け

は、午前日時-) 1>ところ市役所前庁舎5階第3・

4会議室 b対象妊娠中田かた(その他希望者)

b内容講演 「ゴールはスタートJ 1>講師 三浦秀

輔さん(産姉人科医師) 1>入場料無料 b持ち物

母子健康手帳、爺記用具

ド保健ガイ
健康推進課[ffi'l抑制 I 

.歯がはえたら教室
かわいい子どもの真珠由ような歯をむし歯から司る

ために、歯がはえてきたら正しい知識と方法をしっか

りと身につけま Lょう。

1>とき 8月7日附 ・同21日附午前10時-11時(畳

け付けは、午前 9時50升-10時) 1>ところ上田市

保健センター (市役所南庁骨 2階) 1>持ち物 母子

手帳、歯プラソ、コップ、タオル b申し込み電器

等で、前日までに健康推進課へ

.健康づくり座談会
広報うえだ 7月1日号でもお知らせしましたが、市

では今年度 「上岡市民総合健康づくり計画 (仮称)J

を寵定します。

そこで、市民の皆さん由意見を反映した計画とする

ために、皆さんの健康づくりに対する意見や考えをお

聞きする場として 「健康づくり座談会」を開俄します。

ふだん健康づくりについて疑問に思っていることや、

「こんなことをしたL、」、「あんなことをしてもらいた

L、」といったご意見をどんどん聞かせてくださ L、
また、当日は今回目計画づくりについての説明会も

行いますので、関心白あるかたはぜひお出かけくださ

い。申し込みは不要です。お気軽にどうぞo

bとき 8月26日(月)午桂 l時30分- 1>ところ

役所南庁舎 2階保健セノター
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.乳房検診を受けましょう
8月から12月にかけて、 30歳以上白女性を対象に乳

房D集団検診を行います。すでに申し込んだかたには、

事前に案内のはがきをお送りしますが、申し込みされ

ていないかたでも、当日会場で検査を畳けられます。

この機会にぜひ畳診してくださL、。ただし、自覚症

状のあるかたは、直接医療機関で畳診してくださb、。

1>とき・ところ 下表白とおり (11月・ 12月の日程

については、広報うえだ10月 1日号でお知らせします)

1>受付時間午佳 l時-2時1>対章者市内在住

で30歳以上申女性 1>検査向容 医師による視触診

(医師白判断により必要なかたは超音波撮昨) 1>個

人負担金 900円(超音波撤監は300円追加) 1>その

他 検診の都合上、上半身は脱ぎやすい服誌で、ネッ

クレス等はつけずにおいでくださb、。また、必要なか

たはパスタオル等をお持ちください

とさ と」ろ とき と」ろ

8月6日出 9月17日出
JlI辺町会館 神川地区公民揖

8月7日嗣 9月18日嗣

8月8日同 川西社会補松
日月19日間

センター 中央公民館
8月9日圃 9月20日出

8月20日出 塩田母子健康 10月9日嗣 川辺町会館

8月21日刷 センター 10月23日刷 中央公民館

8月26日開 川辺町会館 10月四日嗣 西部公民館

8月27日同 豊liIt農村環涜改善 10月31日間 鈴子公民館
センター

14.8.1 [12) 

-こころの相談日
現代社会では仕事や環境の変化が多く、ストレスや

人間関係などがきっかけとなり、こころに変調をきた

すことがあります。

こころの健康のことや生活のことでご相談があるか

たは、ご本人・ご家主主などどなたでもお気軽にご相談

くださ L、。秘密は固く守られます。

bとき 8月 7日附・同28日制午前 9時30分-11時

30分(t人 1時間) 1>ところ市役所南庁舎6階会

議室 b相談担当 精神保健福首l相談只・保健師 b 
申し込み 屯話等で健康推進課へ(予約制) 1>その

他 保健闘による相談は随時行っていますのでご利用

ください

-2・4
1
0
0
/
-
E
・5
1
1
1
v

-こころの健康づくり講演会
毎回目忙しい生活の中で、過度なストレスなどによ

り、気づかないうちに「こころの病気」になることが

あります。

そこで、こころの病気について理解をしていただく

ため、住みやすい地域づくりをテーマに講演会を開催

します。ぜひ、お出かけください。

1>とき 8月23日幽午怯 1時-3時30分 (受け付け

は、午後零時30分-) 1>ところ上回市文化センター

(上回合同庁舎隣り) 1>内容 ①体験発表② 「やま

びこ太鼓」の波書 @講演 r21世紀はこころの時代~

自分らしくいきいき生きるために-J(講師 日本福

祉大学社会福祉学部保健福祉学科教授・野中猛さん〕

b入場料無料
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